
『中辺分別論』及び『中辺分別論釈疏』第 I章「相品」
校訂テキスト及び翻訳研究⑴

北山祐誓

はじめに
本稿は、弥勒に帰される偈頌『中辺分別論頌』（Madhyāntavibhāgakārikā: MAV,以下『中辺

論頌』）及びそれに対する世親釈を含む『中辺分別論釈』（Madhyāntavibhāgabhās. ya: MAVBh,
以下『中辺論釈』）、並びに安慧による復注『中辺分別論釈疏』（Madhyāntavibhāgat. ı̄kā: MAVT. ,
以下『中辺論疏』）の梵文校訂テキスト及び翻訳を提示するものである。本稿では、『中辺論』
第 1章「相品」（Laks.an. apariccheda）の中で「有・無の相」（sadasallaks.an. a）を扱う。特にこ
の『中辺論頌』第 1偈は、瑜伽行派のみならず、後続の仏教諸学派の文献の中でもしばしば引
用されることからも、その重要性は窺い知れる。
従来、山口 [1934]（以下、山口本）による『中辺論疏』のテキスト校訂は、梵文写本にほぼ

全葉にわたり三分の一程度の欠損が見られることも相まって、蔵文からの還梵部分を中心とし
て、問題が多いことが知られる (1)。
本稿では、還梵部分に関して、対応蔵文を『中辺論疏』のテキストデータベースで検索する
ことで、同じ蔵文の用例を写本欠損部分以外の箇所から復元した。この作業により欠損前の写
本により近い還梵テキストの作成を目指した。
『中辺論』第 1章を扱った最新の研究である小谷 [2017] (2) でも、当該箇所のテキスト校訂が
為されているが、そのような作業はあまり意識して行われていない。

(1) 『中辺論疏』の梵文校訂テキストに関する先行研究の詳細は、松岡 [2006: 101–104]を参照されたい。
(2) 小谷氏は同書本文中で、「山口本のチベット訳からの還元箇所については、諸訳の提起する還元案を校合した
が、チベット訳の意味をさほど違えずに還元されていると判断される限り、サンスクリットの文章としては多
少不自然かと思える場合も、筆者にそれらの当否を自信をもって判断する能力はないので、原則的には山口本
をそのままに残した」という校訂方針を示している。
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76 インド学チベット学研究 23

使用テキスト
本稿で使用する梵文校訂テキストは以下の通りである。

『中辺論釈』
Na Nagao, Gadjin, Madhyāntavibhāga-bhās. ya (Vasubandhu), Madhyāntavibhāga-

bhās. ya,鈴木学術財団, 1964.

Ta Tatia, Nathmal & Thakur, Anantalal, Madhyāntavibhāga-bhās. ya (Vasubandhu),
Madhyāntavibhāga-bhās. ya, K.P.Jayaswal Research Institute, Patna, 1967.

『中辺論疏』
Y Yamaguchi, Susumu, Madhyāntavibhāgat. ı̄kā, 破塵閣, 1934; repr. 鈴木学術財団,

1966.

Bh-T Bhattacharya, Vidhushekhara & Tucci, Giuseppe, Madhyāntavibhāgasūtrabhās. ya-
t. ı̄kā of Sthiramati: Being a Sub-commentary on Vasubandhu’s Bhās. ya on the
Madhyāntavibhāgasūtra of Maitreyanātha Pt. 1, Luzac & Co., London, 1932.

Pa Pandeya, Ramchandra, Madhyānta-vibhāga-śāstra: Countaining the Kārikā-s of
Maitreya, Bhās. ya of Vasubandhu and t. ı̄kā by Sthiramati, Motilal Banarsidass, Delhi,
1971.

Mi 三穂野英彦『Madhyāntavibhāga第 1章相品における理論と実践』Vol. II，広島大
学博士学位請求論文、2001年。

O 小谷信千代『虚妄分別とは何か—唯識説における言葉と世界—』法蔵館、2017年。

現代語訳
本稿で和訳を提示する箇所に対する現代語訳には以下のものがある。

『中辺論』
　　長尾 [1976]、Kochumuttom[1982]、Anacker[1984]、三穂野 [2001b]
『中辺論疏』
　　山口 [1935]、Stcherbatsky[1936]、Friedmann[1937]、Stanley[1988]、小谷 [2017]

凡例
《梵文テキスト》
『中辺論』は長尾本、『中辺論疏』は山口本をそれぞれ底本とし、前者については Tatia 本、
後者については Bhattacharya & Tucci本、Pandeya本も各々参照した。梵文写本も逐一参照し
た。先行研究同様、写本の欠損部分（蔵訳からの還元梵文箇所）は斜体で示し、対応する蔵文
も同様に示した。写本の欠落箇所を蔵訳から補った際には、[ ]で括って示した。
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『中辺論釈』が偈頌を引用する箇所は太字で示した。『中辺論疏』が偈頌を引用する箇所は、
太字かつ下線で示し、『中辺論釈』を引用する場合には下線のみで示した。
/及び，の挿入・削除や avagrahaの挿入、連声規則の標準化等は逐一注記しなかった。
なお、山口本の訂正表（corrections）及び山口 [1937]の Errataも逐一参照し校訂テキストに

反映させているが、それらによる訂正は一々注記しなかった。

《蔵文テキスト》
『中辺論釈』、『中辺論疏』ともに、C・D・G・N・Pの五つの版本を校合し、最良と判断した
読みを提示した。また、梵文テキストと対応する当該部分を、斜体・太字・下線で随時示した。
脚注においても同様である。

《脚注について》
梵文校訂テキストの注記については、以下のような形式を取る。
山口本の読みを訂正した場合、採用した読みを ]の左に示し、その直後に採用する刊本（ま
たは写本や蔵訳）、さらに訂正根拠となる『中辺論疏』のロケーション・梵文・蔵訳を cf. で示
した。そして、: の後に採用しなかった、山口本及びその他の刊本の異読を記した。写本及び
各版本、蔵訳の列挙順は、Ms、Y、Bh-T、Pa、O、Tibとした。

ロケーション
本稿で扱う部分の各ロケーションは以下の通りである。

『中辺論釈』
Skt [Ms1b3–6 Na17.15–18.7 Ta1.13–2.3]
Tib [C1b5–2a4 D1b4–2a3 G3a2–3b2 N2a3–2b5 P2a6–2b4]
Chi『中邊分別論』[T451a10–14];『辯中邊論』[T464b10–15]

『中辺論疏』
Skt [Ms3b4–5a3 Y10.4–15.3 Bh-T9.12–13.13 Pa9.18–12.22]
Tib [C194a4–196b5 D193b4–196a5 G29b4–33a2 N22b5–25a6 P24b2–27b3]

本稿では、『中辺論釈』の梵文・蔵訳・梵文和訳、『中辺論疏』の梵文・蔵訳・梵文和訳の順
に、相互参照できる形で提示した。
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78 インド学チベット学研究 23

シノプシス
Madhyāntavibhāgabhās. ya
1虚妄分別
1.1有と無の相（sadasallaks.an. a）
1.1.1『中辺論頌』第 1偈：虚妄分別における有と無

Madhyāntavibhāgat. ı̄kā
1虚妄分別
1.1有と無の相
1.1.1『中辺論頌』第 1偈の解釈
1.1.1.1第一に相を説示する理由
1.1.1.2第 1偈の解釈 (1)：中観派との対論
1.1.1.2.1「一切法空」という経典の解釈をめぐって（第 1偈 ab句）
1.1.1.2.2空性の存在性（第 1偈 c句）
1.1.1.2.3虚妄分別に汚染された空性（第 1偈 d句）
1.1.1.3第 1偈の解釈 (2)：説一切有部との対論
1.1.1.3.1識以外に外界対象は存在しない（第 1偈 ab句）
1.1.1.3.2外界対象が存在しなくても解脱は可能である（第 1偈 c句）
1.1.1.3.3空性が虚妄分別において把握されない理由（第 1偈 d句）
1.1.1.4第 1偈の解釈 (3)：中観派及び説一切有部両派との対論
1.1.1.4.1中観派との対論（第 1偈 a句）
1.1.1.4.2説一切有部との対論（第 1偈 b句）
1.1.1.4.3中観派及び説一切有部両派との対論（第 1偈 c句）
1.1.1.4.4解脱の努力の必要性について（第 1偈 d句）
1.1.1.5第 1偈の解釈 (4)：雑染相及び清浄相について
1.1.1.5.1第 1偈 a句を説示する理由
1.1.1.5.2第 1偈 b句を説示する理由
1.1.1.5.3第 1偈 c句を説示する理由
1.1.1.5.4第 1偈 d句を説示する理由
1.1.2『中辺論釈』第 1偈の解釈
1.1.2.1「虚妄分別」の語義解釈
1.1.2.1.1第一解釈
1.1.2.1.2第二解釈
1.1.2.2「虚妄分別」の定義
1.1.2.2.1一般的意味
1.1.2.2.2個別的意味
1.1.2.3虚妄分別と空性との関係

2019 copyright Association for the Study of Indian Philosophy



『中辺分別論』及び『中辺分別論釈疏』第 I章「相品」 79

1.1.2.3.1空性と所取・能取との関係
1.1.2.3.2不顛倒なる空性の相
1.1.2.3.2.1空性の定型句の解説
1.1.2.3.2.2不顛倒なる空性の相に関する中観派及び説一切有部両派との対論
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Madhyāntavibhāgabhās. ya

MAVBh; Skt. [Ms1b3–5 Na17.15–18.7 Ta1.13–2.3]
tatra laks.an. am ārabhyāha /

abhūtaparikalpo ’sti dvayam. tatra na vidyate /
śūnyatā vidyate tv atra(3) tasyām api sa vidyate //

[Na18] tatrābhūtapari[1b4]kalpo grāhyagrāhakavikalpah. / dvayam. grāhyam. grāhakam. ca /
śūnyatā tasyābhūtaparikalpasya grāhyagrāhakabhāvena virahitatā / tasyām api sa vidyata
ity abhūtaparikalpah. / [Ta2] evam. yad ya[1b5]tra nāsti tat tena śūnyam iti yathābhūtam. samanu-
paśyati yat punar atrāvaśis.t.am. bhavati tat sad ihāstı̄ti yathābhūtam. prajānātı̄ty aviparı̄tam.
śūnyatālaks.an. am udbhāvitam. bhavati //

MAVBh; Tib. [C1b5–2a4 D1b4–2a3 G3a2–3b2 N2a3–2b5 P2a6–2b4]
de la mtshan nyid(4) las brtsams nas /

yang dag ma yin kun rtog [P2b1] yod /
de la gnyis po yod ma [C2a] yin /
stong pa nyid ni ’di la yod /
de la yang ni de yod do(5) /

zhes bya ba gsungs [N2b] so / de la yang dag pa ma yin pa’i kun tu rtog pa’i ni gzung ba dang

[D2a1] ’dzin par rnam par [P2b2 ] rtog pa’o / gnyis po ni gzung ba dang ’dzin pa’i dngos po dang bral
ba’o / stong pa nyid ni yang [G3b] dag pa ma yin pa’i kun tu rtog pa de gzung ba dang ’dzin pa’i
dngos po dang bral ba nyid do / de la yang ni de yod do [P2b3] // zhes [D2a2] bya ba ni yang dag pa
ma yin pa kun tu rtog pa’o / de ltar gang na gang med pa de ni des stong par yang dag pa ji lta ba
bzhin du yang dag par rjes su mthong ngo / ’di la lhag ma yod pa gang yin pa de ni ’dir yod [P2b4]

par yang dag pa ji lta ba bzhin du rab [D2a3] tu shes te / de ltar stong pa nyid kyi mtshan nyid phyin
ci ma log par bstan pa yin no /

(3) tv atra] em. Na Ta : tv atatra Ms.
(4) mtshan nyid C D N P : mtshan nyid dang G.
(5) de yod do C D N P : yod do G.
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1虚妄分別

1.1有と無の相（sadasallaks.an. a）

1.1.1『中辺論頌』第 1偈：虚妄分別における有と無

それ（本章に先立つ〈論の体〉で説かれた七つの主題）のうち、［最初に］相について述べる。
虚妄分別はある。そこに二つのものは存在しない。
けれども、そこに空性は存在する。それ（空性）にはまたそれ（虚妄分別）が存在する。（I.1）

こ［の偈］において、虚妄分別とは所取・能取を分別することである。二つのものとは所取と
能取とである。空性とは、その虚妄分別が所取・能取というあり方を離れていることである。
それにはまたそれが存在するとは、［空性においても］虚妄分別が［存在すること］である。
「Xが Yに存在しないとき、Yは Xという点で空である、とありのまま観察する。一方、ま
だここ（Y）に何らかの残されたもの（Z）があるならば、それ（Z）は存在するものとしてこ
こ（Y）にある、とありのまま了知する」(6)。以上、空性の相が顛倒なく明らかに示されたの
である。

(6) BBh IVにおける『小空経』の引用に関しては、長尾 [1968] [1978b: 542–560]、向井 [1974]、水尾 [1983]、袴
谷 [1984]、高橋 [2005]などを参照。
BBhD 47.17–19, cf. 高橋 [2005: 166].

yad yatra na bhavati tat tena śūnyam iti samanupaśyati / yat punar atrāvaśis.t.am. bhavati tat sad ihāstı̄ti yathābhūtam.
prajānāti /
あるもの（A）があるもの（B）において存在しない場合、それ（B）はそれ（A）に関して空であると正しく
見る。しかし、あるもの（B）はここに残されている場合、それ（B）は存在するものとしてここにあるとあ
りのままに理解する。（高橋訳）
上記のように、菩薩地の引用文に関して、高橋訳は一連の構文を三項目とは見做していない。
また、『小空経』のオリジナルのパーリ文は以下の通りである。
Majjhima-Nikāya 121 Cūlasuññatasuttanta 104.28–29, cf. 向井 [1974].

yam. hi kho tattha na hoti, tena tam. suññam. samanupassati, yam pana tattha avasit.t.ham. hoti, tam. santam idam
atthı̄ti pajānāti / evam assa esā, Ānanda, yathābhuccā avipallatthā parisuddhā suññatāvakkanti bhavati /
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Madhyāntavibhāgat.ı̄kā

MAVT. ; Skt. [Ms3b4–5 Y10.4–8 Bh-T9.12–18 Pa9.18–24]
tatra laks.an. am ārabhyāha

abhūtaparikalpo ’sti dvayam. tatra na vidyate /
śūnyatā vidyate tv atra tasyām api sa vidyate //

iti / tatreti laks. an. āvaran. ādi(7)-saptavastusu(8) nirdis. t.es. u la[3b5]ks.an. am adhikr
˚
tyoddiśyāha(9) /

abhūtaparikalpa(10)

ityādi / yathoddeśas tathā nirdeśa iti kr
˚
tvā, laks.an. am. ca prāg uddis.t.am, atas tasyaiva śes.ebhyo

nirdeśah. prāg ārabhyate //

MAVT. ; Tib. [C194a4–6 D193b4–6 G29b4–6 N22b5–7 P24b2–5]
de la mtsan nyid las(11) brtsams nas /

yang dag ma yin kun [P24b3] rtog yod //
de la gnyis po yod ma yin //
stong pa nyid ni ’di la yod //
de la yang ni de yod do //

zhes bya bar [D193b5] gsungs so zhes bya ba la / de la zhes bya ba ni mtshan nyid dang sgrib pa la
sogs pa dngos po bdun smos [P24b4] pa dag gi nang nas mtshan nyid las(12) brtsams(13) nas dbang
du(14) mdzad de / de’i phyir /

yang dag ma yin kun rtog(15) yod //
ces bya ba la sogs pa gsungs so // ji ltar bstan [D193b6] pa de bzhin du bshad de / thog mar mtshan
nyid bstan [P24b5] pas de’i phyir lhag ma rnams las(16) de nyid bshad pa sngar brtsam mo //

(7) laks. an. āvaran. ādi Y Pa Mi O : laks. an. am. cāvr
˚

tir ityādı̄nām ◦ Bh-T.
(8) ◦saptavastusu nirdis. t.es. u] cf. MAVT. 3.13 saptavastusaṅgrahasya (dngos po bdun du bsdus pa) :
◦saptabhāvanirdis. t.es. u Y Mi O, uktānām. saptānām arthānām. madhye Bh-T, ◦saptārthes. u nirdis. t.es. u Pa.

(9) adhikr
˚
tyoddiśyāha Ms Y Pa Mi O : adhikr

˚
tyāha Bh-T.

(10) abhūtaparikalpa Ms Bh-T St : abhūtaparikalpo ’sti Y Mi Pa O.
(11) las C D : la G N P.
(12) las C D : la G N P.
(13) brtsams C G N P : brtsam D.
(14) dbang du G N P : de’i dbang du C D.
(15) rtog C D : rtogs G P, rtags N.
(16) las] em. : pas C D G N P.
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1虚妄分別

1.1有と無の相

1.1.1『中辺論頌』第 1偈の解釈

1.1.1.1第一に相を説示する理由

そ［の七つの主題］のそのうち、［最初に］相について述べる。
虚妄分別はある。そこに二つのものは存在しない。
けれども、そこに空性は存在する。それ（空性）にはまたそれ（虚妄分別）が存在する。
そのうちとは、相や障などの七つの主題（vastu）が説かれたうち (17)、［最初に］相を主題とし
て、すなわち標示して (18)、
虚妄分別は（I.1a）
云々と言う。標示されている通りに［その］解説はあるから、最初に相が標示されているので、
まさにそれ（相）について、［それ］以外のものよりも先に解説を開始するのである。

(17) この「相や障などの七つの主題」とは、〈論の体〉で示された「七つの主題」（saptārtha）を指す。Cf. 拙稿 [2018]
saptārthaは通常 don bdun poという蔵訳が当てられているが、当該箇所では dngos po bdunとなっている。こ
れと同様の現象が帰敬偈（Abhyarcana）の部分に見られる。
MAVT. 3.13–15, cf. 松岡 [2007: 121].

asyeti triyānadvāren. a saptavastusam. grahasya
(’di ni zhes bya ba ni / theg pa gsum gyi sgo nas dngos po bdun du bsdus pa / )
「この」（asya）というのに関して、三乗によって七つの主題を包括し、
また、当該箇所について、Bh-Tは saptānām arthānām. という還梵を提示している。さらに、三穂野 [2003b: 81,
n. 12]も dngos po bdun smos pa dag giに対して saptavastus. u uktes. uという梵文が想定可能としている。

(18) adhikr
˚
tyoddiśya に相当する蔵訳は brtsams nas dbang du mdzad de であり、そのうち adhikr

˚
tya は brtsams nas

に、uddiśyaは dbang du mdzad deに当たると思われる。uddiśyaはMWによれば with reference toという意味
が確認できるため、蔵訳は adhikr

˚
tyaを uddiśyaと言い換えて dbang du mdzad deと翻訳した可能性がある。
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MAVT. ; Skt. [Ms3b5–6 Y10.9–17 Bh-T9.19–24 Pa9.25–32]
kecid manyante(19) sarvadharmāh. sarvathā nih. svabhāvāh. (20) śaśaviśān. avad iti / atah. (21)

sarvāpavādapratis. edhārtham āha,
abhūta[3b6]parikalpo ’sti,

[iti] / svabhāvata iti vākyaśes.ah. / nanv evam. sūtravirodhah. sarvadharmāh. śūnyā iti sūtre(22) vac-
anāt / nāsti virodhah. , yasmād

dvayam. tatra na vidyate /
abhūtaparikalpo hi grāhyagrāhakasvabhāva(23)-rahitah. śūnya ucyate na tu sarvathā(24)

nih. svabhāvāh. (25) / ato(26) na sūtravirodhah. /

MAVT. ; Tib. [C194a6–194b1 D193b6–194a1 P24b5–7 G29b6–30a2 N22b7–23a2 P24b5–7]
la la dag chos thams cad ri bong gi rwa(27) ltar rang bzhin ye med do // snyam du sems pa de’i
phyir thams cad la skur ba dgag pa’i don du /

yang dag ma [G30a] yin kun [D193b7] rtog [P24b6] yod //
ces bya bar(28) gsungs te / rang bzhin gyis(29) zhes [N23a] bya ba tshig gi lhag ma’o // de ltar na mdo
las chos thams cad stong pa’o zhes bshad pas / mdo dang ’gal(30) lam zhe na / mi ’gal te ’di ltar /

de la gnyis po yod ma [P24b7] yin //
yang dag pa ma yin pa kun rtog pa [D194a1][C194b] gzung ba dang ’dzin pa’i ngo bo dang bral bas
stong pa zhes bya ba’i(31) rang bzhin ye med pa ni ma yin te / de’i phyir mdo dang mi ’gal lo //

(19) manyante] Bh-T St cf. MAVT. 28.24 kecit tu manyante (yang kha cig sems pa), MAVT. 193.13 manyante (snyam
du sems pa) : virundhanti Y Pa Mi O, vis◦ Ms.

(20) nih. svabhāvāh. Y Pa Mi O : vidyamānāh. Bh-T.
(21) atah. Y Pa Mi O : tasmāt Bh-T.
(22) sūtre Y Bh-T Mi O : śāstre Pa.
(23) grāhyagrāhakasvabhāva◦] cf. MAVT. 218.12–13 grāhyagrāhakasvabhāva◦ (gzung ba dang ’dzin pa’i ngo bo nyid)

: grāhyagrāhaka◦ Bh-T, grāhyagrāhakasvarūpa◦ Y Pa Mi O.
(24) śūnya ucyate na tu sarvathā Y Pa Mi O : śūnya iti na sarvathā Bh-T.
(25) nih. svabhāvāh. ] : nih. svabhāvah. Y Pa Mi, svabhāvato nāsti Bh-T, svabhāvo nāsti O.
(26) ato Y Pa Mi O : tasmān Bh-T.
(27) rwa C D G P : ra N.
(28) ces bya bar C D : ces bya ba G N P.
(29) gyis] em. : gyi C D G N P.
(30) ’gal] em. : mi ’gal C D G N P.
(31) zhes bya ba’i C D : zhes bya’i G N P.
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1.1.1.2第 1偈の解釈 (1)：中観派との対論

1.1.1.2.1「一切法空」という経典の解釈をめぐって（第 1偈 ab句）

ある者たち（中観派）は「一切法は兎の角のごとく、全く無自性である」と考える (32)。それ
ゆえ、一切［法］の損減を否定するために、
虚妄分別はある（I.1a）
と言う。［ここでは］「自性として」という文言を補って［「虚妄分別は自性としてある」と理
解すべき］である。
【反論】そのようであるならば、経中に「一切法は空である」と説示されているので、経と矛
盾するではないか。
【答論】いや、矛盾はない。なぜなら、
そこに二つのものは存在しない（I.1b）
からである。実に、虚妄分別は所取・能取という自性を欠いているという点で (33) 空と言われ
るが、［一切法は］全く無自性であるということではない (34)。それゆえ経典と矛盾しないので
ある。

(32) 写本は vis-と読み取れるが、他の箇所の用例を根拠として Bh-T の還梵を採用し、manyante と再校訂した。
Stanleyもこれを支持している。

(33) 三穂野 [2007: 83, n. 20]では、grāhyagrāhakasvarūparāhityenaあるいは grāhyagrāhakasvarūparahitvenaという
梵文を想定している。しかしながら、当該の蔵訳 dang bral basの用例からそのような梵文は回収できない。

(34) 「全く無自性ではない」の主語は、文脈上「一切法」であると考え、さらに中観派による「一切法は兎の角のご
とく、全く無自性である」（sarvadharmāh. sarvathā nih. svabhāvāh.）の主張や、複数形の表現が回収できる経典の
文言（「一切法は空である」sarvadharmāh. śūnyā）に基づいて、nih. svabhāvāh.という複数形を想定して訳出した。
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MAVT. ; Skt. [Ms3b6–8 Y10.17–11.9 Bh-T9.25–10.8 Pa9.32–10.7]
yady evam. dva[3b7]yam. śaśavis.ān. avat sarvathā nāsti, abhūtaparikalpaś(35) ca paramārthatah. [Bh−T10]

svabhāvato ’sty evam. śūnyatābhāvaprasaṅgah. / naitad evam. yasmāc
[Y11][Pa10] chūnyatā vidyate tv atra,

iyam eva hi śūnyatā yā grāhyagrāhakarahitatābhūtaparikalpasyeti(36) na śūnyatābhāvaprasaṅgah. (37)

/ yady advayā(38) śūnyatā sā cābhūtaparikalpe vidyate(39), kasmād vayam(40) na [3b8] muktāh. (41),
vidyamānā ca kasmān na gr

˚
hyate(42) iti sam. śayāpanayanārtham.

tasyām api sa vidyate //
ity āha / yasmāc chūnyatāyām apy abhūtaparikalpo vidyate tasmād bhavanto na muktāh. / ata eva
ca samalatvān na prasannābdhātuvad(43) grahan. am. (44)/

MAVT. ; Tib. [C194b1–4 D194a1–4 G30a2–6 N23a2–5 P24b7–25a3]
gal te de ltar gnyis po ni ri bong gi rwa(45) ltar ye [P24b8] med la / yang dag pa ma yin pa kun tu
rtog pa ni / don dam par rang [D194a2] bzhin gyis(46) yod na / de lta na ni stong pa nyid med par
’gyur ro zhe na / de ni de lta(47) ma yin te ’di ltar /

stong pa nyid ni ’di la yod //
yang dag ma yin pa [P25a1] kun rtog pa la gzung ba dang ’dzin pa med pa nyid gang yin pa de stong
pa nyid yin pas stong pa nyid med par mi ’gyur ro // [D194a3] gal te gnyis po med pa stong pa nyid
yin la / de yang yang dag pa ma [P25a2] yin pa kun tu(48) rtog pa la yod na / ci’i phyir bdag cag ma
grol / yod na yang ci’i phyir ma rtogs snyam pa’i dogs pa bsal ba’i phyir /

de la yang ni de yod do //
zhes bya ba gsungs te / ’di ltar stong [D194a4] pa nyid la yang [P25a3] dag pa(49) ma yin pa kun rtog
pa yod pas de’i phyir khyed ma grol lo // de bas na dri ma dang bcas pas chu’i khams dang ba(50)

bzhin rtogs(51) par mi rung ngo //

(35) abhūtaparikalpaś Ms Y Pa Mi O : abhūtakalpaś Bh-T.
(36) ◦bhūtaparikalpasyeti] Pa : ◦bhūtaparikalpa iti Y Bh-T Mi O, cf. Tib (yang dag ma yin pa kun rtog pa la).
(37) na śūnyatābhāvaprasaṅgah. ] cf. MAVT. 10.19 śūnyatābhāvaprasaṅgah. (stong pa nyid med par ’gyur ro) : nāstitvam.

bhavati Y, na śūnyatā na vidyate Bh-T, na śūnyatāyā nāstitvam. bhavati Pa.
(38) dvayābhāva] : advayā Y Bh-T Pa Mi O. cf. MAVT. 126.8–9 yatas tatra dvayābhāvah. parinis.panna eva, na tu

dvayābhāva eva parinis.panna (’di ltar de la gnyis po med pa ni yongs su grub pa nyid de / gnyis po med pa nyid
yongs su grub pa).

(39) vidyate] Bh-T : ’sti Y Pa Mi O.
(40) kasmād vayam Y Pa Mi O : kim iti vayam Bh-T.
(41) na muktāh. ] Bh-T : amuktāh. Y Pa Mi O.
(42) gr

˚
hyate] cf. NC : gr

˚
hn. ata Ms Y Pa Bh-T.

(43) na prasannābdhātuvad Y Mi O : na prasannābdhātuvad Pa, : nābdhātuprasādavad Bh-T.
(44) grahan. am. ] cf. MAVT. 14.9 ◦grahan. am. (rtogs par mi rung ngo) : avagantum. yuktam Y Mi O, gr

˚
hyate Pa, grahan. am.

yuktam Bh-T.
(45) rwa C D G P : ra N.
(46) gyis C D : gyi G N P.
(47) lta C D N : ltar G P.
(48) kun tu C D : kun G N P.
(49) yang dag pa D : yang yang dag pa C G N P.
(50) dang ba G N P : dangs ba C D.
(51) rtogs C D N P : rtog G.
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1.1.1.2.2空性の存在性（第 1偈 c句）

【反論】もしこのように［所取・能取という］二つのものが兎の角のごとく全くなく、また虚
妄分別が勝義的に自性としてあるならば、空性が存在しないという過失となってしまう。
【答論】いや、こ［の議論］はそのような［過失とは］ならない。なぜなら、
けれども、そこに空性は存在する（I.1c）
からである。実に、虚妄分別が所取・能取を欠いていることという、このことこそが空性であ
るから、空性が存在しないという過失とはならない。

1.1.1.2.3虚妄分別に汚染された空性（第 1偈 d句）

【反論】もし［所取・能取という］二つのものがないこと (52) が空性であり、それが虚妄分別に
おいてあるのであれば、どうしてわれわれは解脱していないのか。また、どうして存在してい
るにも関わらず［空性を］把握しないのか。
【答論】以上のような疑念を取り除くために、
それ（空性）にはまたそれ（虚妄分別）が存在する（I.1d）
と言う。空性にも虚妄分別が存在するから、あなたたちは解脱していないのである。そして、
まさにそれゆえ［空性は］、［虚妄分別という］汚れを伴うものであるから、清浄な水界のよう
には (53) 把握されないのである。

(52) この文脈で、advayāという女性形は不自然と思われるため、他の用例で確認できる dvayābhāvah.という男性形
を想定し訳出した。

(53) 『中辺論』第 16偈 cd句において、同様の譬喩が見られる。
MAVBh ad I.16cd 24.10–13, cf. 三穂野 [2001b: 53].

yadi samalā bhūtvā nirmalā bhavati katham. vikāradharmin. ı̄tvād anityā na bhavati / yasmād asyāh. ,
abdhātukanakākāśaśuddhivac chuddhir is.yate // I.16cd

āgantukamalāpagamān na tu tasyāh. svabhāvānyatvam. bhavati /
もし［空性が］汚れを伴うものであったり、汚れを離れたものであったりするならば、変化するという性質を
持つものであるのに、どうして［空性は］無常なものとならないのか。［そうではなくて、］なぜなら、それ
（空性）は、

水界や黄金、虚空が清浄であるのと同じように、清浄であると認められる。（I.16cd）
客塵を離れるからであって、それ（空性）の自性に［本質上に］差異があるのではない。
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MAVT. ; Skt. [Ms3b8–4a2 Y11.10–19 Bh-T10.9–16 Pa10.7–14]
atha vā cittam. caittasikā rūpam. ca dravyatah. santı̄ti(54) yes. ām. dr

˚
s. t.is tes. ām. pratis. edhārtham(55)

āha(56),

[4a1] abhūtaparikalpo [’sti]
[iti / sa evāsti](57) dravyatah. (58) / nāsti rūpam. tadvyatiriktam. dravyata(59) iti / kim. kāran. am / yasmād

dvayam. tatra na vidyate /
na hy abhūtaparikalpah. kasyacid grāhako nāpi kenacit gr

˚
hyate, kim. tarhi, grāhyagrāhakarahita-

vastumātram(60) eva / tathā hi(61) vijñānād bahı̄(62) rūpādayo na gr
˚

hyante(63) svapnādāv iva(64)

vijñānam. (65) rūpādyā[4a2]bhāsam utpadyate /

MAVT. ; Tib. [C194b4–7 D194a4–7 G30a6–30b2 N23a5–7 P25a3–6]
yang na sems dang sems las byung ba rnams dang(66) / gzugs [P25a4] dang rdzas nyid du yod par
gang dag lta ba de dgag [D194a5] pa’i phyir /

yang dag ma yin kun rtog yod(67) //

ces gsungs te de nyid rdzas su yod do // gzugs ni de las logs shig na yang med [G30b] la / rdzas su
yang(68) med do // ci’i [P25a5] phyir zhe na / ’di ltar

de la gnyis po yod ma yin /
yang dag pa ma yin pa kun rtog pa ni ci la yang [D194a6] ’dzin pa ma yin / sus kyang gzung bar(69)

bya ba ma yin gyi / gzung ba dang ’dzin pa dang bral ba’i dngos po tsam [P25a6] nyid de / ’di ltar
rnam par shes pa las phyi rol na gzugs la sogs pa gzung ba med par rmi lam la sogs pa bzhin du /
gzugs la sogs par snang ba’i rnam [D194a7] par shes pa ’byung ngo //

(54) cittam. caittasikā rūpam. ca dravyatah. santı̄ti] : cittam. caitasikam. ca rūpam. ca dravyato ’stı̄ti St, cittacaittasikā
rūpato dravyataś ca santı̄ti Bh-T Mi cf. Tib (yang na sems dang sems las byung ba rnams dang / gzugs dang rdzas
nyid du yod par), cittacaittebhyo ’nyatra rūpādayo dravyatvena santı̄ti Y Pa, cittacaittebhyo ’nyatra rūpādayo
dravyatvena santı̄ti O.

(55) yes. ām. dr
˚

s. t.is tes. ām. pratis. edhārtham] Bh-T Mi : yes. ām. darśanam. tatpratis. edhārtham Y St, yad darśanan
tatpratis. edhārtham O.

(56) āha Y Pa Mi O : uktam Bh-T.
(57) [iti / sa evāsti] Y Pa Mi O : [’sti iti tasmād] asti Bh-T.
(58) dravyatah. Y Bh-T Pa Mi O : dravyanta Ms.
(59) dravyata] Ms : [nāsti] dravyata Bh-T Y Pa Mi.
(60) grāhyagrāhakarahitavastumātram] Tib (gzung ba dang ’dzin pa dang bral ba’i dngos po tsam nyid de) :

grāhyagrāhakarahitam. vastumātram Mi, grāhyagrāhatvarahitam. vastumātram Bh-T, grāhyagrāhakarahitam.
bhāvamātram Y O.

(61) tathā hi] Bh-T Tib (’di ltar) : yato Y Mi Pa O.
(62) bahı̄] Pa Mi O : bāhye Y, bahir Bh-T.
(63) rūpādayo na gr

˚
hyante Y Pa Mi O : na rūpādi na gr

˚
hyate Bh-T.

(64) svapnādāv iva] Tib (rmi lam la sogs pa bzhin du) Mi cf. MAVT. 11.21 svapnādāv iva (rmi lam la sogs pa bzhin no)
: svapnādivad Y Bh-T O.

(65) vijñānam. Y Pa Mi O : vijñānam. hi Bh-T.
(66) rnams dang C D : rnams so G N P.
(67) ma yin kun rtog yod C D : ma yin pa kun yod G N P.
(68) yang C D G N : yod P.
(69) gzung bar C D G N : bzung bar P.
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1.1.1.3第 1偈の解釈 (2)：説一切有部との対論

1.1.1.3.1識以外に外界対象は存在しない（第 1偈 ab句）

あるいはまた、「諸々の心・心所や色は実体として存在する」(70) と［主張］する者たち（説一
切有部）の見解を否定するために、
虚妄分別はある（I.1a）
と［言う］。それこそが実体として存在するのである。それ（虚妄分別）と異なるものである
色が実体として存在することはない (71)。
【反論】なぜか。
【答論】
そこに二つのものは存在しない（I.1b）
からである。実に、虚妄分別はいかなるものも把握することなく、またいかなるものによって
も把握されることもなくて、所取・能取を欠いている〈実事のみ〉（vastumātra）に他ならない
からである (72)。すなわち、識の他に色などは把握されず、夢などの場合と同様に、色などと
して顕現する識が生じるのである。

(70) 山口本の還梵に従うと「諸々の心・心所とは別に、色形などが実体として存在する」となる。Stcherbatskyや
小谷もこの読みを支持する。しかしながら、山口本は当該の蔵訳を... sems dang sems las byung ba rnams las
gzhan du gzugs la sogs pa rdzas nyid du ... と読み変えて還梵を提示している。ここでは、主語は心と心所と色
とであると考え、cittam. caittasikā rūpam. ca dravyatah. santi という還元を提示し、これに基づいて訳出した。
Stanleyはこの理解を支持している。一方、Bh-Tや三穂野は蔵訳に従って、心と心所と色と実体とを並列的に
主語を補い副詞として理解している。三穂野は、「［一切が］諸々の心と心作用や、色形や実体として存在する」
と翻訳している。

(71) 当該の蔵訳（gzugs ni de las logs shig na yang med la // rdzas su yang med do //）を訳すと以下のようになる。
「色はそれ（虚妄分別）とは異なるものとしても存在せず、実体として［も］存在しない」。

(72) 周知のように、vastumātraはすでに「菩薩地」に用いられる術語である。『中辺論』の当該箇所では、それを明
確に「所取・能取を欠いた〈実事のみ〉」と虚妄分別そのものとを等値している。
BBhD32.13–21, BBhW47.20–48.6.

tadyathā rūpādisam. jñake yathā nirdis.t.e vastuni rūpam ity evamādiprajñaptivādātmako dharmo nāsti / atas
tadrūpādisam. jñakam. vastu tena rūpam ity evamādiprajñaptivādātmanā śūnyam / kim. punas tatra rūpādisam. jñake
vastuny avaśis.t.am / yad uta tad eva rūpam ity evamādiprajñaptivādāśrayah. / tac cobhayam yathābhūtam. prajānāti
yad uta vastumātram. ca vidyamānam. vastumātre ca prajñaptimātram. ca cāsadbhūtam. samāropayati / na bhūtam
apavadate nādhikam. karoti na nyūnı̄karoti notks.ipati na pratiks.ipati / yathābhūtañ ca tathatān nirabhilāpya-
svabhāvatām yathābhūtam. prajānāti / iyam ucyate sugr

˚
hı̄tā śūnyatā samyak prajñayā supratividdheti /
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MAVT. ; Skt. [Ms4a2–3 Y11.19–24 Bh-T10.16–20 Pa10.14–17]
na ca yady asya(73) kāran. am. tadabhāve tasyotpattir yujyate / tasmān nirālambanam eva
svapnādāv iva / anyatrāpi svabı̄japaripākād arthābhāsam. vijñānam utpadyata ity avaseyam(74) /

grāhyābhāve grāhakasyābhāvād grāhye ’sati(75) grāhako bhavitum. (76) na yujyate / atas(77) na
rūpam abhūtaparikalpāt pr

˚
thag asti(78)

[4a3] /

MAVT. ; Tib. [C194b7–195a1 D194a7–194b1 G30b2–4 N23a7–23b2 P25a6–8]
gal te rgyu yin na de [P25a7] med par de ’byung bar mi rung ngo // [N23b] de’i phyir dmigs pa med
pa nyid de / rmi(79) lam la sogs pa bzhin no // gzhan la yang rang gi sa bon yongs su smin pa las
don du snang ba’i rnam par shes pa ’byung bar shes par [P25a8] bya’o // [C195a][D194b1] gzung ba med
na ’dzin pa med par(80) ’gyur bas gzung ba med na ’dzin pa yod par(81) mi rung ste / de bas na
gzugs ni yang dag pa ma yin pa kun tu(82) rtog pa las gud na yod pa ma yin no //

(73) Tib n.e.
(74) avaseyam Ms Y Pa O : jñeyam Bh-T Mi Tib (shes par bya’o).
(75) grāhakasyābhāvād grāhye ’sati Y Pa Mi O ): grāhako na bhavatı̄ti grāhyābhāve Bh-T.
(76) grāhako bhāvitum. Pa Mi O : grāhako ’stum. Y : grāhakabhāvo Bh-T.
(77) atas] Bh-T Tib (de bas na) : tasmān Y Pa Mi O.
(78) na rūpam abhūtaparikalpāt pr

˚
thag asti Y Pa Mi O : ato rūpam abhūtaparikalpān na pr

˚
thagbhūtam. Bh-T .

(79) rmi G N P : da rmi C D.
(80) med par D G N P : mad par C.
(81) yod par C D : med par G N P.
(82) kun tu C D : kun G N P.
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また、もし［色などが］これ（識）の因であるならば、それ（色など）が存在しないとき、そ
れ（識）の生起は不合理である。したがって、夢などの場合と同様に、［識は色などの］対象
を持たないのである。［夢などの場合］以外でも自身の種子が成熟するので、対象として顕現
する識が生じると判断するべきである。所取が存在しないときに能取は存在しないので、所取
が存在しないにも関わらず、能取が存在することは不合理である。それゆえ (83)、色は虚妄分
別と別に存在することはない。

(83) 直前の文脈に tasmātが見られ、そこでは梵文が回収可能であり蔵訳は de’i phyirとなっている。そのため、当
該部分は蔵訳者が tasmātと訳し分けている考えて、tasmātではなく atasという還梵を採用した。
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MAVT. ; Skt. [Ms4a3–4 Y11.24–12.7 Bh-T10.20–11.2 Pa10.17–24]
yadi tarhi grāhyābhāvas tena viśuddhyālambanābhāvān(84) moks.ābhāvah. / naitad evam. yasmāt,

[Y12] śūnyatā vidyate tv atra /
tuśabdo yasmādarthah. / śūnyatā hi viśuddhyālambanam(85), sā ca grāhyagrāhakarahitatābhūta-
praikalpe ’stı̄ti na moks. ābhāvah. (86)/

yady abhūtaparikalpe ’sti sā(87) vi[4a4]dyamānā kimartham. na gr
˚
hyate / abhūtaparikalpāvr

˚
tatvān

na gr
˚
hyata [Bh−T11] ākāśanairmalyavat(88), na tv asattvād iti pratipādayann āha

tasyām api sa vidyata
iti //

MAVT. ; Tib. [C195a1–4 D194b1–4 G30b4–31a1 N23b2–4 P25a8–25b4]
gal te gzung ba [P25b1] med na de’i phyir rnam par dag pa’i dmigs pa med pas thar pa yang med
par [D194b2] ’gyur ro zhe na / de ni de lta ma yin te / ’di ltar /

stong pa nyid ni ’di la yod //
ni zhes bya ba’i sgra(89) ni gang gi phyir zhes bya ba’i tha tshig go // [P25b2] stong pa nyid ni rnam
par dag pa’i dmigs pa ste / gzung ba dang ’dzin pa dang bral ba nyid de / de yang yang dag pa(90)

ma yin pa kun rtog pa la yod [D194b3] pas thar pa med par mi ’gyur ro //
gal te yang dag pa ma [P25b3] yin pa kun(91) rtog pa la yod na / de yod pas ci’i phyir mi rtogs she
na / yang dag pa ma yin pa kun rtog pas(92) bsgribs pas nam mkha’i(93) dri ma med pa bzhin du
rtogs par mi rung gi med [G31a] pa ni ma yin no zhes [P25b4] bstan pa’i [194b4] phyir /

de la yang ni de yod do
zhes bya ba gsungs so //

(84) viśuddhyālambanābhāvān Y Pa O : viśuddhālambanābhāvān Bh-T Mi.
(85) viśuddhyālambanam. Ms cf. NC, viśuddhālambanam. Bh-T Mi, viśuddhyālambanā Y Pa.
(86) sā ca grāhyagrāhakarahitatābhūtapraikalpe ’stı̄ti na moks. ābhāvah. Y Pa Mi O : sā ca grāhyagrāhakarahitatā / sā

cābhūtapraikalpe vidyata iti na moks. ābhāvah. Bh-T.
(87) yady abhūtaparikalpe ’sti sā Y Pa Mi O : yady tarhi sābhūtaparikalpe vidyate Bh-T.
(88) ◦nairmalyavat Ms Bh-T Mi O cf. NC : ◦nairmālyavat Y.
(89) sgra C D G N : sgri P.
(90) yang dag pa C D : yang dag par G N P.
(91) kun G N P : kun tu C D.
(92) rtog pas C D G : rtogs pas N P.
(93) nam mkha’i P : nam mkha’ C D, nam kha’ G N.
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1.1.1.3.2外界対象が存在しなくても解脱は可能である（第 1偈 c句）

【反論】そうすると、もし所取が存在しないならば、浄化の対象（viśuddhyālambana）(94) が存
在しないことになるので、解脱が存在しない［ことになってしまう］。
【答論】そのようなことはない。なぜなら、
けれども、そこに空性は存在する（I.1c）
からである。「けれども」という語は、「なぜなら」という意味である。実に、［汚れを伴った］
空性は浄化の対象であって、またそれ（空性）、すなわち所取・能取を欠くことが、虚妄分別
においてあるから、解脱が存在しないのではない。

1.1.1.3.3空性が虚妄分別において把握されない理由（第 1偈 d句）

【反論】もし虚妄分別において［空性が］あるならば、どうしてそれ（空性）は存在しているに
も関わらず把握されないのか。
【答論】［空性は］虚妄分別で覆われているから、虚空の無垢性のようには把握されないが、［空
性が］存在しないから［把握されないの］ではないということを示すために、
それ（空性）にもまたそれ（虚妄分別）が存在する（I.1d）
と言う。

(94) viśuddhyālambanaあるいは viśuddhālambanaの複合語解釈に関する、先行研究の見解については以下の通りで
ある。Cf. 小谷 [2018: 240, n. 26]

viśuddhyālambana (Bv.)
　山口「空性は清浄の所縁あるものなり」
　 Friedmann: the Non-Substantiality is based on purification.
viśuddhyālambana (Tp.)
　 Stanley: emptiness is the objective support of purity.
　小谷「清浄［を獲得するため］の所縁」
viśuddhālambana (Kdh.)
　三穂野「空性は清浄なる所縁であり」
ここでは以下の、viśuddhyālambanaの語義解釈が為されている用例に基づいて、Tp.として理解した。
MAVT. 46.11 śūnyatāyā viśuddhyālambanatvena niścitatvāt.
MAVT. 49.6 viśodhyārtham ālambanam. viśuddhyālambanam.
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MAVT. ; Skt. [Ms4a4–5 Y12.8–15 Bh-T11.3–9 Pa10.24–11.6]
atha vā sarvāpavādapratis. edhārtham āha,

[Pa11] abhūtaparikalpo ’sti,
iti(95) / na sarvam asan nāpi sadātmakam. vijñānapa[4a5]rin. āmātmanā astı̄ti kr

˚
tvā /

ye tu manyante yathaiva rūpādayah. prakhyāyante tathaivābhūtaparikalpāt(96) svabhāvatah. pr
˚
thag

vidyanta iti tān pratyāha, abhūtasamāropapratis. edhārtham. (97)

dvayam. tatra na vidyate /
iti / abhūtaparikalpamātram astı̄ty(98) abhiprāyah. /

MAVT. ; Tib. [C195a4–6 D194b4–6 G31a1–3 N23b4–6 P25b4–7]
yang na thams cad la skur ba ’debs pa dgag pa’i phyir //

yang dag ma yin kun rtog yod //
ces bya ba gsungs te / rnam par shes pa gyur ba’i [P25b5] bdag nyid yod pas / thams cad med pa
yang ma yin bdag nyid yod pa [194b5] yang ma yin no //
gang dag sems pa(99) gzugs la sogs pa ji ltar snang ba de ltar yang dag pa ma yin pa kun rtog pa
las logs [P25b6] shig na rang bzhin du yod do zhes / yod pa ma yin pa la sgro ’dogs pa dgag pa’i
don du de’i phyir //

de la gnyis po yod ma yin //
zhes bya ba [D194b6] gsungs so // yang dag pa ma yin pa kun rtog pa tsam yod [P25b7] par dgongs
pa’o //

(95) ◦pratis. edhārtham āha ... iti Y Pa Mi O : ◦pratis. edhārtham ... ity āha Bh-T.
(96) ◦parikalpāt Ms Y Pa Mi O : ◦parikalpāh. Bh-T.
(97) abhūtasamāropapra◦ Y Bh-T Pa Mi O, abhūtasamāropah. d. a◦ Ms (Y reads Ms as “abhūtasamāropah. pra◦”).
(98) astı̄ty] Bh-T : vidyata ity Y Pa Mi O.
(99) sems pa C D : sems la G N P.
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1.1.1.4第 1偈の解釈 (3)：中観派及び説一切有部との対論

1.1.1.4.1中観派との対論（第 1偈 a句）

あるいはまた、一切［法］の損減を否定するために、
虚妄分別はある（I.1a）
と言う。識転変を本質とするものとして存在するから、一切［法］は存在しないのでもなく、
存在を本質とするものでもない (100)。

1.1.1.4.2説一切有部との対論（第 1偈 b句）

一方、色などが顕現している通りに、虚妄分別とは別に自性として存在すると考える者たち
（説一切有部）に対して、虚妄［なる所取・能取］の増益を否定するために、
そこに二つのものは存在しない（I.1b）
と言う。［ここでは］ただ虚妄分別のみが存在するということが意図されている。

(100) 蔵訳は「また本質が存在するのでもない（bdag nyid yod pa yang ma yin no //）」と訳している。
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MAVT. ; Skt. [Ms4a5–7 Y12.15–25 Bh-T11.9–16 Pa11.6–14]
kaiścid(101) dvayā[4a6]bhāvo(102) vandhyāputravad ucchedarūpo(103) gr

˚
hyate, anyair antar-

vyāpārapurus.arahitatā dharmān. ām. śūnyatety ucyate / atah. śūnyatāpavādapratis.edhārtham.
bhūtanairātmyakhyāpanārtham. cāha

śūnyatā vidyate tv atra,
iti / yady abhūtaparikalpe śūnyatāsty evam. sati sarvaprān. inām aprayatnena moks. apra[4a7]saṅ-
gah. (104) / nāsty etad yasmāt,

tasyām api sa vidyate /
na hy aviśodhitāyām. śūnyatāyām. (105) moks.o ’sti sam. klis.t.ā(106) ca mahatā yatnena viśodhyata iti
nāsty ayatnena moks.ah. /

MAVT. ; Tib. [C195a6–195b2 D194b6–195a2 G31a3–6 N23b6–24a2 P25b7–26a2]
kha cig(107) gnyis po med pa ni(108) mo gsham(109) gyi bu bzhin du dngos po med do(110) zhes chad
pa’i dngos po’i(111) ngo bor ’dzin pa dang / gzhan dag nang na byed pa’i skyes bu med pa nyid ni /
chos rnams kyi stong pa nyid [P25b8] do [D194b7] zhes smra ba de’i phyir / stong pa nyid du(112) skur
ba ’debs pa dgag pa’i don dang / bdag med pa yang dag [N24a] par bstan pa’i phyir /

stong pa nyid ni ’di la yod
ces bya ba gsungs so // gal te yang dag [P26a1] pa ma yin pa kun rtog pa la stong pa nyid yod na de
lta na ni / bsgrim mi dgos [C195b][D195a1] par srog chags thams cad thar par ’gyur ro zhe na / de lta
ma yin te ’di ltar /

de la yang ni de yod do //
[P26a2] stong pa nyid kyang rnam par ma sbyangs(113) kyi bar du thar pa med pa’i phyir te / kun nas
nyon mongs par gyur pa ni / ’bad pa chen pos rnam par sbyangs(114) dgos [D195a2] pas ’bad pa ma
byas par thar pa med do //

(101) kaiścid] Bh-T Mi O : kena cid Y Pa.
(102) dvayābhāvo] : dvayam abhāvo Y Mi, dvayor abhāvo Bh-T Pa O.
(103) vandhyāputravad ucchedarūpo Ms Bh-T Mi Pa O cf. NC : vandhyāputravac chedarūpo Y.
(104) śūnyatāsty evam. sati sarvaprān. inām aprayatnena moks. aprasaṅgah. Y Pa Mi O : śūnyatā syād evam. sarves. ām.

jı̄vānām ayatnena moks. aprasaṅgah. Bh-T.
(105) aviśodhitāyām. śūnyatāyām. Ms Y Pa Mi O : aviśodhitāyām. Bh-T.
(106) sam. klis.t.ā] Ms Bh-T : sam. klis.t.aś Y Pa Mi O.
(107) kha cig C D G : kha gcig N P.
(108) gnyis po med pa ni C D : gnyis po G N P.
(109) gsham C D N P : bsham G.
(110) med do G N P : med de C D.
(111) chad pa’i dngos po’i C D : tshad ma’i G N P.
(112) du D N : la C G P.
(113) sbyangs C D G : sbyang N P.
(114) sbyangs P : sbyang C D G N.
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1.1.1.4.3中観派及び説一切有部両派との対論（第 1偈 c句）

ある者たち（中観派）は、［所取・能取という］二つのものが存在しないことは、石女の子のよ
うに、断という性質のものであると把握する。別の者たち（説一切有部）は、内的作者 (115) を
欠いていることが諸法の空性であると言う。したがって、［中観派の主張するような空性では
ない、真実の］空性の損減を否定するために、また［説一切有部の主張するような無我ではな
く］真実の無我を説示するために、
けれども、そこに空性は存在する（I.1c）
と言う。

1.1.1.4.4解脱の努力の必要性について（第 1偈 d句）

【反論】もし虚妄分別において空性があるなら、そのような場合、あらゆる生類が努力するこ
となく解脱することになってしまう。
【答論】それはあり得ない。なぜなら、
それ（空性）にはまたそれ（虚妄分別）が存在する（I.1d）
からである。なぜなら、空性が浄化されない限り解脱はあり得ず、また［煩悩に］汚染された
もの（空性）は大変な努力によって浄化されるものであるから、努力なくして解脱することは
あり得ないのである。

(115) 『中辺論疏』における「内的作者」については、拙稿 [2018: 87, n. 27]を参照。
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MAVT. ; Skt. [Ms4a7–4b1 Y12.26–13.6 Bh-T11.17–22 Pa11.15–21]
atha vā laks.an. am. sam. kleśavyavadānād uktād (116) anyan nāstı̄ty atah. (117) sam. kleśavyavadāna-
laks. an. apradarśanārtham āha,

[Y13] abhūtapari[4b1]kalpo ’sti
iti vistarah. /
abhūtaparikalpasvabhāvah. sam. kleśo bhrāntilaks.an. atvāt / katham etaj jñātavyam. bhrāntilaks.an. am
iti / yena

dvayam. tatra na vidyate /
svātmany avidyamānena grāhyagrāhakākāren. a prakhyānād bhrāntisvarūpen. a jñāyate(118)/

MAVT. ; Tib. [C195b2–4 D195a2–4 G31a6–31b2 N24a2–4 P26a2–5]
yang [P26a3] na kun nas nyon mongs pa dang rnam par byang ba dag gi mtshan nyid brjod pa las
gzhan med pas de’i [G31b] phyir kun nas nyon mongs pa dang / rnam par byang ba’i mtshan nyid
bstan pa’i(119) don du /

yang dag ma yin kun rtog [P26a4] yod //
ces rgya cher [D195a3] gsungs so //
’khrul pa’i mtshan nyid kyi phyir / yang dag pa ma yin pa kun rtog pa’i rang bzhin ni kun nas
nyon mongs pa’o // ’di ’khrul pa’i mtshan nyid du(120) ji ltar shes par bya zhe na / ’di [P26a5] ltar

de la gnyis po yod ma yin //
bdag nyid du med par gzung ba dang ’dzin pa’i rnam [D195a4] par snang bas ’khrul pa’i ngo bo nyid
du mngon no //

(116) laks.an. am. sam. kleśavyavadānalaks. an. ād uktād] Bh-T O Tib : laks.an. am. sam. kleśavyavadānayor uktād Mi, laks.an. am.
sam. kleśavyavadānābhidhānād Y Pa.

(117) anyan nāstı̄ty atah. Y Pa Mi O : anyan nāsti / tasmāt Bh-T.
(118) prakhyānād bhrāntisvarūpen. a jñāyate Y Pa Mi O : prakhyāte na vyaktam. bhrāntirūpatvam. Bh-T.
(119) bstan pa’i C D N : rtag pa’i G P.
(120) mtshan nyid du C D N P : mtshan nyid G.
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1.1.1.5第 1偈の解釈 (4)：雑染相及び清浄相について

1.1.1.5.1第 1偈 a句を説示する理由

あるいはまた、相はすでに述べた雑染と清浄以外には存在しないので (121)、それゆえ、雑染と
清浄との相を明示するために、
虚妄分別はある（I.1a）
云々と言う。

1.1.1.5.2第 1偈 b句を説示する理由

雑染は虚妄分別を自性とする。なぜなら、［雑染は］迷乱を特徴とするものだからである。
【反論】［雑染に］迷乱の特徴があるというこのことは、どうして知られうるのか。
【答論】なぜなら、
そこに二つのものは存在しない（I.1b）
からである。それそのものにおいて存在しない所取・能取の形象を伴って顕現するので、［虚
妄分別は］迷乱を自性とするものとして知られるのである。

(121) 相が、雑染と清浄以外には存在しないことは、〈論の体〉に詳述されている。Cf. 拙稿 [2018: 94–95].
MAVT. 6.22–7.4:

yadi laks. yate ’neneti laksan. am ity evam. sati laks. an. asya sam. kleśavyavadānabhedo bhaved iti naitad evam / sva-
bhāva eva hi bhāvānām. laks.an. am / tadyathā pr

˚
thivı̄dhātuh. khakkhat.alaks.an.o na ca khakkhat.atvāt pr

˚
thivı̄dhātuh.

pr
˚
thag astı̄ti / atha vā laks.yate tad iti laks.an. am / evam. hi sam. kleśo vyavadānam. ca sam. kleśavyavadānātmanā

laks. yata iti laks. an. am /
【反論】もし『特徴づけるものだから相である』ならば、相は雑染・清浄［なもの］と区別されるものになっ
てしまう。
【答論】それはそうではない。なぜなら諸存在の自性こそが相だからである。例えば、地界は堅さという相を
持っており、地界が堅さと別に存在するのではないように。あるいはまた、特徴づけられるものだから相で
ある。そうであれば、雑染・清浄［なもの］が［それぞれ］雑染・清浄という本質によって特徴づけられるか
ら、相なのである。
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MAVT. ; Skt. [Ms4b1–2 Y13.6–16 Bh-T11.22–12.3 Pa11.21–29]
idānı̄m. vyavadānasvarūpaparı̄ks. ārtham(122) āha,

śūnyatā vidyate tv atra,
iti / śūnyatāsvabhāvam. vyavadānam. (123) dva[4b2]yābhāvasvabhāvatvāt / atra ca śūnyatāprabhāvita-
tvāt mārganirodhayor api grahan. am. veditavyam. / sam. kleśapaks.ād eva vyava[Bh−T12]dānapaks.o
mārgayitavyo na punah. pr

˚
thaktvam(124) asyāstı̄ti pradarśanārtham āhātreti /

pr
˚

cchati – yadi dvayam. nāsti(125), kasmāt(126) tasyām. vidyamānāyām. loko bhrānta ity(127) ata āha
(128),

tasyām api sa vidyate //
iti /

MAVT. ; Tib. [C195b4–6 D195a4–6 G31b2–5 N24a4–7 P26a5–8]
da ni rnam par byang ba’i rang gi ngo bo(129) brtag pa’i phyir /

stong pa nyid ni [P26a6] ’di la yod //
ces bya ba gsungs so // gnyis po med pa’i rang bzhin yin pa’i phyir // stong pa nyid kyi rang bzhin
ni rnam par byang ba’o // stong pa nyid kyis rab tu phye bas lam [D195a5] dang ’gog pa dag kyang
’dir [P26a7] bsdu bar rig par bya’o // kun nas nyon mongs pa’i phyogs nyid las rnam par byang ba’i
phyogs nyid btsal bar bya ba’i(130) rang gi rgyud gud na med par rab tu bstan pa’i phyir ’di la zhes
bya ba gsungs so //
gal te [P26a8] gnyis po med na ci’i phyir de yod par ’jig rten [D195a6] ’khrul bar gyur zhes(131) dris
pa dang / de’i phyir

de la yang ni de yod do
zhes bya ba gsungs te /

(122) ◦parı̄ks. ārtham] Bh-T Mi O Tib (brtag pa’i phyir) : ◦pradarśanārtham Y Pa cf. MAVT. 8.16 pradarśanārtham (rab
tu bstan pa’i phyir).

(123) śūnyatāsvabhāvam. vyavadānam. ] O cf. MAVT. 13.2 abhūtaparikalpasvabhāvah. sam. kleśo bhrāntilaks.an. atvāt /
(’khrul pa’i mtshan nyid kyi phyir / yang dag pa ma yin pa kun rtog pa’i rang bzhin ni kun nas nyon mongs pa’o //)
: vyavadānam. śūnyatāsvabhāvam. Bh-T, śūnyatāsvabhāvam. hi vyavadānam. Mi, śūnyatāsvabhāvo hi vyavadānam.
Y Pa.

(124) pr
˚
thaktvam Y Pa Mi : pr

˚
thaktattvam Ms O cf. NC, pr

˚
thaksattvam Bh-T, pr

˚
thak svasantāna Stc Tib (rang gi rgyud

gud na).
(125) nāsti Y Pa Mi O : na vidyate Bh-T.
(126) kasmāt] Tib (ci’i phyir) : kimatham. Bh-T, katham. Y Pa O Mi.
(127) tasyām. vidyamānāyām. loko bhrānta iti Y Pa Mi : tad astı̄ti lokabhrāntir iti Bh-T O cf. Tib (de yod par ’jig rten

’khrul bar gyur).
(128) pr

˚
cchati – ... ata āha] cf. MAVT. 122 ity atah. pr

˚
cchati, katham etad daśavidham ātmadarśanam ity ata āha (de’i

phyir phung po la sogs pa la bdag tu lta ba rnam pa bcu po de dag ji lta zhe na zhes dris pa dang de’i phyir /) :
pr

˚
s.t.am ataś cāha Y Mi, syāt praśnah. tasmād āha Bh-T, pr

˚
s.t.am āha Pa.

(129) rang gi ngo bo G N P : ngo bo C D.
(130) bya ba’i C D N : bya’i G P.
(131) zhes C D : ces G N P.
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1.1.1.5.3第 1偈 c句を説示する理由

次に、清浄の自体を検討するために、
けれども、そこに空性は存在する（I.1c）
と言う。清浄は空性を自性とする。なぜなら、［所取・能取という］二つのものが存在しない
ことを自性とするからである。また、空性によって特徴づけられたものであるので (132)、道と
滅もこれ（清浄）に包摂されると知るべきである。他ならぬ雑染側から、清浄側は追求される
べきであるが、それ（清浄）に［雑染との］別異性が存在するのではないと示すために (133)、
「そこに」と言う。

1.1.1.5.4第 1偈 d句を説示する理由

「もし、［所取・能取という］二つのものが存在しないのであれば、どうしてそれ（空性）が存
在するにも関わらず、世間は［所取・能取という二つのものが存在すると］迷乱することにな
るのであろうか」と問うので、それゆえ、
それ（空性）にはまたそれ（虚妄分別）が存在する（I.1d）
と言う。

(132) また、Schmithausen[1969] は、唯識文献における prabhāvita の語義を 4 種に分類する。それを元に金 [2007]
は、『中辺論疏』において 22箇所見られる prabhāvitaの用例を文脈に応じて分類している。それに従えば、こ
の箇所の prabhāvitaは文脈上「特徴づけられる」と理解すべきである。

(133) 蔵訳は「［清浄側に到達したときに］別に自己の相続が存在するのではないと示すために」（rang gi rgyud gud na
med par rab tu bstan pa’i phyir）となっており、雑染と清浄の関係について、別な自己の相続の存在性を否定す
ることをもって説明している。
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MAVT. ; Skt. [Ms4b2–4 Y13.17–23 Bh-T12.4–9 Pa11.30–34]
grāhyagrāhaka[4b3]vikalpah. / hastyādyākāraśūnyamāyāyām iva hastyākārādayah. / abhūtam asmin
dvayam. parikalpyate ’nena vety abhūtaparikalpah. /
abhūtavacanena ca yathātra(134) parikalpyate grāhyagrāhakam. tathā nāstı̄ti pradarśayati(135) /

parikalpavacanena tv artho yathā parikalpyate tathā(136) nāstı̄ti pradarśa[4b4]yati(137) / evam asya
grāhyagrāhakavinirmuktam. laks.an. am. paridı̄pitam. bhavati /

MAVT. ; Tib. [C195b6–196a1 D195a6–195b1 G31b5–32a1 N24a7–24b2 P26a8–26b3]
gzung ba dang ’dzin pa’i rnam par rtog pa’o // sgyu ma ni glang po(138)

[P26b1] che la sogs pas
stong yang / glang po che la sogs par snang ba lta bu’o // yang dag pa ma yin pa gnyis po de

[D195a7] la’am / des(139) yang dag pa ma yin pa gnyis por(140) yongs su [N24b] rtog pas yang dag ma

[P26b2] yin kun rtog pa’o //
yang dag pa ma yin pa’i tshig gis ni / ji ltar ’di la gzung ba dang ’dzin par kun rtog pa de bzhin du
med par ston to // kun rtog pa’i tshig gis [G32a] ni don [D195b1] ji lta bur kun rtog pa [C196a][P26b3] don
de lta bur yod pa ma yin zhes ston te // de ltar gzung ba dang ’dzin pa las rnam par grol ba de’i
mtshan nyid bshad pa yin no //

(134) yathātra Bh-T O Tib (ji ltar ’di la) : yathāyam. Ms Y Pa Mi .
(135) grāhyagrāhakatvena tathā nāstı̄ti pradarśayati Y Pa Mi O : grāhyagrāhakan na tatheti pratipādayati Bh-T.

Cf. MAVT. 218.25–219.1 tasya grāhyagrāhakavikalpasya jalpākhyasya bı̄jādhāratvāt / (gzung ba dang ’dzin par
rnam par rtog pa de’i sa bon gyi rten du gyur pa’i phyir ro /).

(136) tathā] Bh-T : tathārtho Y Pa Mi O.
(137) nāstı̄ti pradarśayati] : na vidyata iti pradarśayati Y Pa Mi O, na bhavatı̄ti pratipādayati Bh-T.
(138) glang po C G N P : gang po D.
(139) des G N P : des yongs su rtog pas C D.
(140) Skt n.e.
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1.1.2『中辺論釈』第 1偈の解釈

1.1.2.1「虚妄分別」の語義解釈

1.1.2.1.1第一解釈
［虚妄分別とは］所取・能取を分別することである。幻術は象などを欠いているが、象などと
して顕現するようにである (141)。虚妄なる［所取・能取という］二つのものが、そこにおいて、
あるいはそれによって、分別されるので、「虚妄分別」なのである (142)。

1.1.2.1.1第二解釈
また、「虚妄」という言葉によって、ここ（＝虚妄分別）において、所取・能取が分別されるよ
うには［両者は］存在しないということを［筆者は］示している (143)。一方、「分別」という言
葉によって、およそ対象が分別されるようには［その対象は］存在しないということを示して
いる。以上のように、これ（虚妄分別）には所取・能取を離れた相があると説明された。

(141) 三穂野 [2001b: 101, n. 131]も指摘するように、当該梵文と蔵訳の構文が一致しない。両者の趣旨は同様と思わ
れるため、文意の取りやすい蔵訳を採用すべきか。梵文通りに訳すと「象などの形象を欠いている［幻術で作
られた］幻影において、象などの形象［が顕現するの］と同様である」となる。また、伊藤 [2013: 18, n. 7]は、
Yの還元案を採用し、hastyākārādayah.を hastyādyābhāsah.と訂正して「象などの［形象の］顕れるがごとく」と
読んでいる。

(142) 幻術の譬喩はMSAなどに見られる。
MSA XI.15, 59.3–8, cf. 本村 [2012]、間中 [2014: 90]など。

yathā māyā tathābhūtaparikalpo nirucyate /
yathā māyākr

˚
tam. tadvad dvayabhrāntir nirucyate // 15 //

yathā māyā mantraparigr
˚
hı̄tam. bhrānter nimittam. kās.t.halos.t.ādikan tathābhūtaparikalpah. paratantrasvabhāvo

veditavyah. / yathā māyākr
˚
tam. tasyām. māyāyām. hastyaśvasuvarn. ādyākr

˚
tis tadbhāvena pratibhāsitā tathā tasminn

abhūtaparikalpe dvayabhrāntir grāhyagrāhakatvena pratibhāsitā parikalpitasvabhāvākārā veditavyā /
Trisvabhāvanirdeśa, kk. 28–30, cf. 山口 [1972: 128].

māyākr
˚
tam. mantravaśāt khyāti hastyātmanā yathā /

ākāramātram. tatrāsti hastā nāsti tu sarvathā // 27 //
svabhāvah. kalpito hastı̄ paratantras tadākr

˚
tih. /

tatra hastyabhavo ’sau parinis.panna is.yate // 28 //
asatkalpas tathā khyāti mūlacittād dvayātmanā /
dvayam atyantato nāsti tatrāsty ākr

˚
timātrakam // 29 //

mantravan mūlavijñānam. kās.t.havat tathatā matā /
hastyākāravad es.t.avyo vikalpo hastivad dvayam // 30 //

BCAP 4.47 ad.
yathā hi māyā hastyākāratayā tadākāraśūnyāpi mantraus.adhaprabhāvād idam. pratyayatayā mantren. a tattvarahitāpi
pratibhāsate, tathā amı̄ api kleśā viparyāsanimittā ayoniśomanasikārasamudbhūtā idam. pratı̄tyatāmātrato nistattvā
eva prakāśante /

(143) 小谷 [2017]は以下のように翻訳している。「また、「虚妄」という語によって、そこにおいて所取・能取として
分別されるその通りには［所取・能取は真実には］存在しないことを示す」。
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MAVT. ; Skt. [Ms4b4–5 Y13.23–14.3 Bh-T12.10–14 Pa11.34–12.2]
kah. punar asau / atı̄tānāgatavartamānā hetuphalabhūtās traidhātukā anādikālikā nirvān. aparyava-
sānāh. sam. sārānukūlāś(144) cittacaittā aviśes. en. ābhūtaparikalpah. (145)/

[Y14] viśes. en. a(146)
[Pa12] tu grāhyagrāhakavikalpah. / tatra grā[4b5]hyavikalpah. , arthasattvaprati-

bhāsam. vijñānam / grāhakavikalpa ātmavijñaptipratibhāsam /

MAVT. ; Tib. [C196a1–3 D195b1–3 G32a1–3 N24b2–4 P26b3–6]
de yang gang yin zhe na sems dang sems las byung ba ’das pa dang [P26b4] ma ’ongs pa dang / da
ltar gyi dang rgyu dang ’bras bur gyur pa dang / [D195b2] khams gsum pa dang / thog ma med pa’i
dus can dang mya ngan las ’das pa’i mthar thug pa dang / ’khor ba’i rjes su mthun pa [P26b5] dag
ni / khyad par med par yang dag pa ma yin pa kun rtog pa’o //
khyad par ni gzung ba dang ’dzin par(147) rnam par rtog pa’o // de la gzung bar rnam par rtog pa

[D195b3] ni / don dang sems can du snang ba’i rnam [P26b6] par shes pa’o // ’dzin par rnam par rtog
pa ni bdag dang rnam par rig par snang ba’o //

(144) sam. sārānukūlāś] cf. MAVT. 186.3 aviparyāsānukūlā (phyin ci ma log pa’i rjes su mthun pa) : sam. sārānurūpāś Y
Bh-T Pa Mi O.

(145) cittacaittā aviśes. en. ābhūtaparikalpah. Y Pa Mi O : cittacaitasikā nirviśes. en. ābhūtaparikalpah. Bh-T.
(146) viśes. en. a] Pa Mi O : viśes. atas Y, viśes. as Bh-T.
(147) ’dzin par C D : ’dzin pa’i G N P.
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1.1.2.2「虚妄分別」の定義

1.1.2.2.1一般的意味

【反論】それでは、これ（虚妄分別）はどのようなものか。
【答論】一般的に、虚妄分別とは、過去・現在・未来の心・心所であり、［それらは］原因及び
結果となり、三界に属し、無始時来であるが、涅槃で尽き、輪廻に随順するものである。

1.1.2.2.2個別的意味

一方、個別的には、［虚妄分別とは］所取・能取の分別である。そのうち、所取の分別とは、対
象や衆生として顕現する識であり、能取の分別とは、自我や識別として顕現する［識］であ
る (148)。

(148) ここで説示されている、所取・能取それぞれの分別の内容である、対象・衆生・自我・識別はのちの第 3偈にお
いて詳述される。安慧はその説明を先取りして、当該の虚妄分別の個別的意味の解説に取り入れていると思わ
れる。
MAVBh 18.21–19.4:

arthasattvātmavijñaptipratibhāsam. prajāyate /
vijñānam. nāsti cāsyārthas tadabhāvāt tad apy asat // I.3

tatrārthapratibhāsam. yad rūpādibhāvena pratibhāsate / sattvapratibhāsam. yat pañcendriyatvena svapara-
santānayoh. / ātmapratibhāsam. klis.t.am. manah. / ātmamohādisam. prayogāt / vijñaptipratibhāsam. s.ad. vijñānāni /
nāsti cāsyārtha iti / arthasattvapratibhāsasyānākāratvāt / ātmavijñaptipratibhāsasya ca vitathapratibhāsatvāt / tad-
abhāvāt tad apy asad iti, yat tad grāhyam. rūpādi pañcendriyam. manah. s.ad.vijñānasam. jñakam. caturvidham. tasya
grāhyasyārthasyābhāvāt tad api grāhakam. vijñānam asat /

(1)対象・(2)衆生・(3)自我・(4)識別として顕現する識が生じる。
しかし、こ［の識］の対象は存在しない。前者（対象）が存在しないから、後者（識）もまた存在しな
い。（I.3）

そのうち、「 (1) 対象として顕現する［識］」とは、およそ色など（五境）として顕現する識である。「(2) 衆
生として顕現する［識］」とは、自・他の相続において五根として［顕現する識］である。「(3)自我として顕
現する［識］」とは、染汚意である。我痴などと相応するからである。「(4)識別として顕現する［識］」とは、
六識である。「しかし、こ［の識］の対象は存在しない」とは、対象や衆生としての顕現は行相（ākāra）をも
たないから、また自我や識別の顕現は非真実の顕現だからである。「前者（対象）が存在しないから後者（識）
もまた存在しない」とは、そ［の識］の所取は、色など［の六境］と、五根と、［染汚］意と、六識と言われる
ものの四種であるが、「前者」すなわち所取である対象が存在しないから、「後者」すなわち能取である識もま
た存在しないのである。
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MAVT. ; Skt. [Ms4b5-6 Y14.3–9 Bh-T12.14–20 Pa12.3–8]
dvayam. grāhyam. grāhakam. c[eti](149) tatra grāhyam. rūpādi / grāhakam. caks.urvijñānādi /
grāhyagrāhakabhāvena virahitatā(150), viviktatā hy(151) abhūtaparikalpasya śūnyatā, na tv
abhūtaparikalpo ’pi nāsti(152) / yathā śūnyā rajju[4b6]h. (153) sarpatvabhāvenātatsvabhāvāt(154)

sarvakālam. śūnyā, na tu rajjuh. svabhāvena, tathehāpi /
tasyām api sa vidyata ity abhūtaparikalpah. / evam. hy āgantukāvaran.opaklis.t.atvāt tadagrahan. am
uktam abdhātvādivad iti(155)/

MAVT. ; Tib. [C196a3–6 D195b3–6 G32a3–6 N24b4–6 P26b6–27a2]
gnyis po ni gzung ba dang ’dzin pa’o zhes bya ba de la gzung ba ni gzugs la sogs pa’o // ’dzin pa
ni mig [P26b7] gi rnam par shes pa la sogs pa’o //

[D195b4] gzung ba dang ’dzin pa’i dngos po dang bral ba nyid de / dben pa nyid ni yang dag pa ma
yin pa kun rtog pa’i stong pa nyid yin gyi / yang dag pa ma yin pa kun rtog pa [P26b8] yang med
pa ni ma yin te / dper na thag pa ni sprul pa’i(156) dngos pos stong ste / de’i rang bzhin ma yin
pas dus thams cad [D195b5] du stong pa nyid yin gyi / thag pa’i dngos po ni ma yin te / ’dir yang de
bzhin no //

[P27a1] de la yang ni de yod do zhes bya ba ni yang dag pa ma yin pa kun rtog pa ste / de ltar glo
bur gyi sgrib pas nyon mongs pa’i phyir / de chu’i(157) khams la sogs pa bzhin du rtogs par mi
rung ngo [P27a2] zhes bstan pa [D195b6] yin no //

(149) ceti Y Pa Mi Tib (zhes bya ba) : ca Ms Bh-T O.
(150) grāhyagrāhakabhāvena virahitatā] Na Pa Mi O : grāhyagrāhakabhāvena rahitatā Y, grāhyagrāhakabhāvarahitatā

Bh-T.
(151) viviktatā hy Y Pa Mi O : rahitatā Bh-T.
(152) na tv abhūtaparikalpo ’pi nāsti] : na tv abhūtaparikalpo ’py abhāvah. Y Pa Mi, na khalv abhūtaparikalpo ’pi na

bhavati Bh-T.
(153) yathā śūnyā rajjuh. Y Pa Mi O : yathā rajjuh. śūnyā Bh-T.
(154) sarpasvabhāvenātatsvabhāvāt] Ms O cf. NC : sarpasvabhāvena tatsvabhāvatvābhāvāt Bh-T Mi Tib (sbrul pa’i dngos

pos stong ste / de’i rang bzhin ma yin pas), sarpasvabhāvenātatsvabhāvatvāt Y Pa.
(155) abdhātvādivad iti] Pa Mi O : ābdhātvādivad iti Y, iti pratipāditam. Bh-T.
(156) sbrul pa’i D : sbrul gyi C G N P.
(157) chu’i G N P : chu C D.
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1.1.2.3虚妄分別と空性との関係

1.1.2.3.1空性と所取・能取との関係

二つのものとは所取と能取とであるというのに関して、そのうち、所取は色など［の六境］で
あり、能取は眼識など［の六識］である。
［空性とは、その虚妄分別が］所取・能取というあり方を離れていることである。実に、［虚妄
分別が所取・能取というあり方を］遠離していることが、虚妄分別の空性であるが、虚妄分別
［そのもの］までもが存在しないのではない。例えば、縄は蛇性というあり方で空であり、それ
（蛇）の自性を持つことがないので、常に空であるが、縄は自性としては［空では］ない (158)。
この場合も同様である。
それにはまたそれが存在するとは、［空性においても］虚妄分別が［存在すること］である。
実に、以上のようにそれ（空性）は外来的な障害によって汚染されているので、把握されない
ことは、「［清浄なる］水界などと同様に」とすでに説かれているのである (159)。

(158) 蔵訳は「縄の自性は［空では］ない」（thag pa’i dngos po ni ma yin te）と理解している。
(159) 水界の譬喩については、先述の、『中辺論頌』に対する第一解釈の d句の解説を参照（MAVT. 11.7–9）。
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MAVT. ; Skt. [Ms4b7–5a1 Y14.10–17 Bh-T12.20–13.1 Pa12.8–13]
evam. yad yatra nāsti tat tena śūnyam iti yathābhūtam. samanupaśyatı̄ti(160) / kim. kutra(161)

nāstı̄ti(162) / abhūtaparikalpe dvayam, ato ’bhūtaparikalpam. dvayena śūnyam. paśyati /
yat punar atrāvaśis.t.am. (163) tat sat / kim. punar ihāvaśis.t.am(164) / abhūtaparikalpah. śūnyatā
ca / tadubhayam ihāstı̄ty anādhyāropānapavādena paśyan(165) yathābhūtam. prajānāti(166) /

tatrābhūtaparikalpe dvayābhāvadarśanād anadhyāropah. (167)/ abhūtaparikalpasya [Bh−T13]

śūnyatā[5a1]yāś(168) cāstitvadarśanād(169) anapavādah. /

MAVT. ; Tib. [C196a6–196b1 D195b6–196a1 G32a6–32b3 N24b6–25a2 P27a2–5]
de ltar gang na gang med pa de ni / des stong par yang dag par [G32b] rjes su mthong ngo zhes
bya ba la / ci zhig gang na med ce na / yang dag pa ma yin pa kun rtog pa la gnyis po ste / de’i

[P27a3] phyir yang dag pa ma yin pa kun rtog pa la gnyis kyis stong par mthong ngo //
’di la lhag ma [D195b7] gang yin pa de ni yod pa de(170) ’di la(171) lhag ma gang yin zhe na // yang dag
ma yin pa kun rtog pa(172) stong pa nyid dang(173) / [P27a4] de gnyi ga [N25a] yang ’dir yod par ma skur
ba(174) dang / sgro btags pa med par mthong na yang dag par ji lta ba bzhin du rab tu shes so // de
la yang dag pa ma yin pa kun rtog pa la gnyis po [C196b][D196a1] med par mthong ba’i phyir sgro
mi [P25a5] ’dogs so // yang dag pa ma yin pa kun rtog pa dang stong pa nyid yod par mthong ba’i
phyir te / skur ba mi ’debs te /

(160) evam. yad yatra nāsti tat tena śūnyam iti yathābhūtam. samanupaśyatı̄ti Na Mi O : evam. yasmin yan nāsti tat tena
śūnyam iti samanupaśyatı̄ti Y, evam. yatra yan nāsti tat tena śūnyam iti samyag anupaśyatı̄ti Bh-T.

(161) kim. kutra] Pa : kim. kasmin Y Mi O, kutra kim. Bh-T.
(162) nāstı̄ti] Bh-T : nāsti Y Pa Mi O.
(163) yat punar atrāvaśis.t.am. Na Y Pa Mi O : yat punar ihāvaśis.t.am. Bh-T.
(164) ihāvaśis.t.am. ] em. Y Bh-T Pa Mi O : ihāvaśis.t.ah. Ms.
(165) paśyan Y Pa Mi O : paśyatyatah. Bh-T.
(166) yathābhūtam. prajānāti] Na Mi O : yathā bhūtam. prajānāti Y, samyagyathāvat prajānāti Bh-T.
(167) dvayābhāvadarśanād anadhyāropah. ] : ’dvayadarśanād anadhyāropah. Y Pa Mi O, ’dvayam. na vidyate iti darśanād

anadhyāropah. Bh-T.
(168) abhūtaparikalpasya śūnyatāyāś Y Pa Mi O : abhūtaparikalpah. śūnyatā Bh-T.
(169) cāstitvadarśanād Ms Y Pa Mi O : cāstı̄ti darśanād Bh-T.
(170) yod pa de C D N : yod de G P.
(171) la C D : las G N P.
(172) rtog pa D : rtog pa dang C G N P.
(173) stong pa nyid dang D : stong pa nyid do C G N P.
(174) ma skur ba C D N P : skur ba G.
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1.1.2.3.2不顛倒なる空性の相

1.1.2.3.2.1空性の定型句の解説

Xが Yに存在しないとき、Yは Xという点で空である、とありのままに観察するというのに
関して、
【反論】何が、どこに存在しないのか。
【答論】［所取・能取という］二つのものが虚妄分別において［存在しないの］である。それゆ
え、虚妄分別は［所取・能取という］二つのものという点で空であると［行者は］見る。
一方、まだここ（Y）に何らかの残されたもの（Z）があるならば、それ（Z）は存在するもの
として［という］(175)。
【反論】では、ここで「残されたもの」とは何か。
【答論】虚妄分別と空性とである。
その両者がここ（Y）にあると、増益したり損減したりすることなく見るならば、ありのまま
に了知するのである。
それら（増益と損減）のうち、虚妄分別において［所取・能取という］二つのものが存在しな
いことを見るので、増益することはなく、また虚妄分別と空性とが存在すると見るので、損減
することもないのである。

(175) 当該の『中辺論釈』を引用する部分の蔵訳が、『中辺論釈』そのものの蔵訳と一致しない（MAVBh (Tib): ’di la
lhag ma yod pa gang yin pa de ni）。
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MAVT. ; Skt. [Ms5a1–2 Y14.18–22 Bh-T13.1–6 Pa12.13–17]
aviparı̄tam. śūnyatālaks.an. am udbhāvitam. bhavati(176) / yac chūnyam. tasya sadbhāvāt, yena
śūnyam. tasya tatrābhāvāt, sarvabhāve sarvābhāve(177) vā nāviparı̄tam. (178) śūnyatālaks.an. am,
śūnyatāyā evābhāvaprasaṅgāt / na śūnyam ity abhāve śūnyatā(179) yujyate(180), dharmatāyā hi
bhāvāyattatvād anityatvādivat(181) / dvayam astı̄ti cet(182) śūnya[5a2]tābhāvah. /

MAVT. ; Tib. [C196b1–3 D196a1–3 G32b3–5 N25a2–3 P27a5–8]
stong pa(183) gang yin pa de yod pa dang gang gis stong pa de de la med pa’i phyir / stong pa nyid
kyi [P27a6] mtshan nyid [D196a2] phyin ci ma log par bstan pa yin no // thams cad med pa ’am thams
cad yod pa ni stong pa nyid kyang mtshan nyid phyin ci log yin te / stong pa nyid med par ’gyur
ro // stong [P27a7] pa zhes bya ba med na stong pa nyid du mi rung ste / chos nyid ni dngos po la
rag lus pa’i phyir mi rtag pa nyid la [D196a3] sogs pa bzhin no // gnyis po yod do zhe na / stong pa
nyid med par ’gyur [P27a8] ro //

(176) udbhāvitam. bhavati Ms Y Pa Mi O : udbhāvitam. Bh-T.
(177) sarvabhāve sarvābhāve Ms Y Pa St O : sarvabhāvah. sarvābhāvo Bh-T Mi Tib (thams cad med pa ’am thams cad

yod pa ni).
(178) vā nāviparı̄tam. Y Pa O : tu nāviparı̄tam. Ms St, vā viparı̄tam. Bh-T Mi Tib (phyin ci log yin te).
(179) śūnyam ity abhāve śūnyatā] Bh-T Mi Tib (stong pa zhes bya ba med na stong pa nyid du) : śūnyasam. jñāyām

asatyām. śūnyatā Y O, śūnyasam. jñā ’satyām. śūnyatāyām. Pa.
(180) na ... yujyate] Bh-T Pa Mi cf. MAVT. 11.20 na ... yujyate (mi rung ngo) : na ... yogyā Y O.
(181) dharmatāyā hi bhāvāyattatvād anityatvādivat Y Pa Tib (chos nyid ni dngos po la rag lus pa’i phyir mi

rtag pa nyid la sogs pa bzhin no) : dharmatā hi bhāvāyattatayā nityatvādih. Bh-T. Cf. MAVT. 153.1–2
samasam. vartanı̄yakarmāyattatā (mnyam par ’gyur ba ma yin pa’i las la rag lus pas).

(182) dvayam astı̄ti cet] Bh-T Mi Tib (gnyis po yod do zhe na) cf. MAVT. 44.5 atra tūpanayahetur nirartham iti cet (’dir
nye bar khrid pa’i rgyu ni don med do zhe na) : dvayam astı̄ti Y Pa O.

(183) stong pa G N P : stong pa nyid C D.
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1.1.2.3.2.2不顛倒なる空性の相に関する中観派及び説一切有部両派との対論

空性の相が顛倒なく明らかに示されたのである［というのに関して］、空であるもの（X）が実
在し、［その Xが］それ（Y）に関して空であるとき、それ（Y）はそこ（X）に実在しないか
ら (184)、［説一切有部が主張するような］一切［法］が存在するなら、あるいは［中観派が主張
するような］一切［法］が存在しないなら、不顛倒なる空性の相はない。なぜなら、他ならぬ
空性が存在しないことになってしまうからである。
【中観派に対する論難】空であるものが存在しないのであれば、空性は不合理となる。なぜ
なら、［空性と同義である］法性は無常性などのように実在に依存するものであるからであ
る (185)。
【説一切有部に対する論難】［所取・能取という］二つのものが存在するというのであれば、空
性は存在しないことになる。

(184) この abl.で示される理由句について、蔵訳や山口は、直前の『中辺論釈』の引用文にかけて理解している。こ
こでは、文脈上後続の文章（sarvabhāve sarvābhāve vā nāviparı̄tam. śūnyatālaks.an. am.）にかけて理解した。この
理解は三穂野や小谷が支持している。

(185) Cf. MAVBh 23.5–9:
etac ca śūnyatāyā laks.an. am / tasmād abhūtaparikalpān

na pr
˚
thaktvaikalaks.an. am //

pr
˚
thaktve sati dharmād anyā dharmateti na yujyate / anityatāduh. khatāvat /
また、この空性の特徴は、かの虚妄分別と、

異なっており、同一である、というような特徴ではない。（I.13d）
［空性が虚妄分別と］異なっているならば、法性は法とは別なものとなってしまうから［それは］不合理であ
る。無常性と苦性のごとくである。
MAVT. 48.10–22:

na pr
˚

thaktvaikalaks.an. am //
pr

˚
thaktve sati dharmād anyā dharmateti na yujyate, kah. punar ayogah. , dharmād vibhinnalaks.an. atvād

dharmatā dharmāntaram eva bhavati tadanyadharmavat / na ca dharmāntaran dharmāntarasya dharmatā
bhavitum arhati, tatra punar dharmāntaram anves. t.avyam ity anavasthāprasaṅgah. / anityatāduh. khatāvad iti,
yathānityatānityebhyo nānyā duh. khatā ca duh.khād evam. śūnyatāpi na śūnyād anyeti /

異なっており、同一である、といった特徴ではない。（1.13d）
［空性が虚妄分別と］異なっているならば、法性は法とは別なものとなってしまうから［それは］不合理で
ある。けれども、何が理にかなわないのか。法とは異なった特徴であるから、まさに法性は別な法となる。そ
の他の法のごとくである。さらに、別な法は別な法にとっての法性となることはできない。その場合、さらに
別な法を求めるべきであるという不安定な過失（無窮の過失）となる。「無常性と苦性のごとく」とは、無常
性は無常と別ではなく、また、苦性も苦とは［別ではない］ように、同様に空性も空とは別ではないのである。
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MAVT. ; Skt. [Ms5a2–3 Y14.22–15.3 Bh-T13.6–13 Pa12.17–22]
yadi śaśavis.ān. akalpam eva(186) dvayam, katham. tenābhūtaparikalpasya śūnyatāsambhavah. /
anyena hy anyasya śūnyatā dr

˚
s.t.ā, yathā bhiks.ubhir vihārasya(187) /

naitad evam(188) / yathā(189) rajjur māyā vā svātmany avidyamānena sarpākāren. a purus. ādinā(190)

vā(191) prakhyāyate(192), tatra kasyacid grāhavyāvartanārtham. (193) sarpena purus. ādinā ca
/ sarpapurus. ādinā [5a3] [Y15] ca(194) śūnyety ucyate, evam abhūtaparikalpo ’pi svātmany
avidyamānena grāhyagrāhakākāren. a prakhyāyamāno bālānān tadgrahābhiniveśatyājanārtham. (195)

dvayena śūnya ity(196) ucyate /

MAVT. ; Tib. [C196b3–5 D196a3–5 G32b5–33a2 N25a3–6 P27a8–27b3]
gal te gnyis po ni ri bong gi rwa(197) dang ’dra na yang ji ltar des yang dag pa(198) ma yin pa kun
rtog pa stong ste / dper na dge slong rnams kyis gtsug lag khang bzhin du gzhan gyis [P27b1] gzhan
stong par mthong [D196a4] zhe na /
dper na thag pa la ’am sgyu ma(199) bdag nyid kyis med par sbrul gyi rnam pa dang skyes bu la
sogs pa lta bur snang ba de la kha cig ’dzin pa bzlog pa’i phyir / [P27b2] sbrul dang skyes [G33a]

bu la sogs pas stong ngo zhes brjod pa de bzhin du / yang dag pa ma yin pa kun(200) rtog pa la
yang [D196a5] bdag nyid kyis med par gzung ba dang ’dzin pa’i rnam par snang ba’i(201) de la byis
pa rnams [P27b3] ’dzin cing mngon par zhen pa dor bar bya ba’i phyir gnyis kyis stong zhes bshad
do //

(186) śaśavis.ān. akalpam eva] Ms Bh-T St Mi O cf. NC : śaśavis.ān. akalpanena Y Pa.
(187) vihārasya] Ms Bh-T Pa St Mi O : vihāram. syān Y.
(188) Tib n.e.
(189) yathā Ms Y Pa O : yathā ca Bh-T Mi.
(190) purus. ādinā Y Pa Mi O : purus. ādineva Bh-T.
(191) vā] Pa Mi O Tib (sbrul gyi rnam pa dang skyes bu la sogs pa) : om. Y, ca Bh-T.
(192) prakhyāyate] Bh-T cf. MAVT. 15.2 prakhyāyamāno (snang ba) : prabhāsate Y Pa O.
(193) grāhavyāvartanārtham. ] cf. MAVT. 53.11 ātmı̄yasnehagrāhavyāvartanārtham (bdag gir chags pa dang ’dzin pa bzlog

pa’i phyir) : grāhanirvartanārtham. Y Bh-T Pa Mi O.
(194) ca] Ms* Bh-T Mi : om. Y Pa O. *Ms (◦ ś ca).
(195) tadgraha◦] Ms Bh-T Mi O cf. NC : tadgrāha◦ Y Pa.
(196) śūnya ity] Ms St O cf. NC : śūnyam ity Y Bh-T Pa.
(197) rwa C G N P : ra D.
(198) yang dag pa C G P : yang dag D N.
(199) sgyu ma G N P : sgyu ma la C D.
(200) kun G N P : kun du C D.
(201) snang ba’i G N P : snang ba C D.
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【説一切有部による反論】仮に［所取・能取という］二つのものが、まさに兎の角のごとく［非
存在］であるとすれば、どうしてそれ（二つのものという非存在）の点で、虚妄分別が空性であ
ることがありうるのか。実に、比丘たちという点で僧院［が空っぽであることが経験される］
ように (202)、あるもの（Y）という点で別のもの（X）が空であることが経験されるのである。
【答論】そのようなことはありえない。例えば、縄や幻術が、それら自身には存在しない蛇の
形象や人などとして顕現する［場合］、それに誰かが執着することを排除するために、「［縄や
幻術は］蛇や人などという点で空である」と言われるように、同様に、虚妄分別も、それ自身
には存在しない所取・能取の形象を伴って顕現する場合に、愚者たちがそれ（顕現した所取・
能取の形象）を把握し執着することを捨て去らせるために、「［虚妄分別は所取・能取という］
二つのものという点で空である」と述べるのである。

(202) 『小空経』に見られる僧院の比喩は以下の通りである。Cf. 袴谷 [1984],三穂野 [2001b].
Majjhima-Nikāya 121 Cūlasuññatasuttanta 104.15–18:

Seyyathāpi ānanda, ayam. Migāramātupāsādo suñño hatthigavāssaval
˚
avena, suñño jātarūparajatena, suñño itthi

purisasannipātena, atthi cevidam. asuññatam. yadidam. bhikkhusaṅgham. pat.icca ekattam. .
たとえば、アーナンダよ、このミガーラマーター殿堂は象・牛・馬・牝馬について空であり、金・銀について
空であり、女性・男性の集合について空です。ただ、この不空性のみが、すなわち比丘僧団による一性があり
ます。（片山 [2001: 348]参照）
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[2017] 「パラフレーズによる abhūtaparikalpa の構造分析」『インド論理学研究』X, pp.
25–41.

2019 copyright Association for the Study of Indian Philosophy



116 インド学チベット学研究 23

片山一良
[2001] 『パーリ仏典中部（マッジマニカーヤ）後分五十経篇 I』大蔵出版。
北山祐誓

[2018] 「『中辺分別論』及び『中辺分別論釈疏』〈論の体〉校訂テキスト及び翻訳研究」『イ
ンド学チベット学研究』23, pp. 80–109.

金才権
[2007] 「『中辺分別論釈疏』における prabhāvita の語義」『印度学仏教学研究』55-2, pp.
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Chapter I <Laks.an. apariccheda> of the Madhyāntavibhāgabhās. ya
and Madhyāntavibhāgat. ı̄kā (1):

Text and Annotated Translation

Summary

This paper presents a critical edition and annotated translation of the first chapter
<Laks.an. apariccheda> of the Madhyāntavibhāgabhās. ya (MAVBh) and Madhyāntavibhāgat. ı̄kā
(MAVT. ).

This paper deals in detail with the section on sadasallaks.an. a of the first chapter <Laks.an. apari-
ccheda>. Madhyāntavibhāga I-1 has reached considerable popularity and is often quoted in the
literature of not only the Yogācāra school but also later Buddhist schools.

The extant Sanskrit manuscript of MAVT. is damaged and incomplete, about one third of it is
missing. Yamaguchi restored the missing parts by reconstructing the Sanskrit text from the cor-
responding Tibetan translation but Yamaguchi’s reconstruction is not always perfect; the edition
created Bhattacharya-Tucci at times gives better reconstructions. I tried to improve Yamaguchi’s
edition by recovering possible Sanskrit words, phrases and sentences from the portions of this text
available in Sanskrit and carefully re-examining the extant Sanskrit manuscript.

キーワード『中辺分別論』、『中辺分別論釈疏』、世親、安慧、虚妄分別
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